
教育・文化ふくい創造会議（第二次会議：第４回）

１　事業目的 　子どもたちの可能性を最大限に伸ばすため、各学年の特性を踏まえた学級編制基準等

を導入し、児童・生徒一人ひとりに目が行き届く少人数指導を実践することにより、未

来を担う笑顔いっぱいの元気な福井っ子の育成を図る。

２　事業内容

 ・学級編制基準　４０人（現在の学級編制基準を維持）

　　　Ｈ20　35人以上、 Ｈ21　34人以上、 Ｈ22　33人以上

 ・ボランティア導入に対する支援（２１人以上の学級）

 ・学級編制基準

　５年： ４０人 → ３６人（Ｈ20に実施）

　６年： ３６人（現在の学級編制基準を維持）

 ・学級編制基準　３６人 → ３２人（Ｈ23までに実施）

　　Ｈ20　35人、 Ｈ21　34人、 Ｈ22　33人

○　現行プラン ○　見直し後【平成２３年度（最終形）】
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ボランティア配置に対する支援（２１人以上の学級） ボランティア配置に対する支援（２１人以上の学級）

３　予算額 ３，４４１，５３４千円

（ 国庫　６９４，８２６千円 、　一般　２，７４６，７０８千円 ）
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 ・学級編制基準　４０人
   （現在の学級編制基準を維持）

 ・学級編制基準　３０人（現在の学級編制基準を維持）

２・３年

１年

５・６年

「元気福井っ子新笑顔プラン」の概要

資料１

区　分

１・２年

 ・非常勤講師配置基準　３６人以上 → ３１人以上
                       （Ｈ23までに実施）

着　　眼　　点

校長の選択による柔軟な学級編制を可能とする

Ｔ．Ｔ、少人数指導
教員加配廃止


